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• 流域

降雨や降雪がその河川に

流入する全地域（範囲）

• 水系

同じ流域内にある本川、支川、

派川及びこれらに関連する湖沼

を総称して水系という。

原則として、本川名をとって

淀川水系、大和川水系等と呼称
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近畿地方整備局
近畿地方の水系

• 一級水系
国土保全上又は国民経済上特に重要な
水系で、政令で指定したもの

河川法第４条第１項の水系を指定する政令

現在、全国で１０９水系
近畿地方整備局管内で１０水系
由良川水系・淀川水系・大和川水系・
円山川水系・加古川水系・揖保川水系・
紀の川水系・新宮川水系・
九頭竜川水系・北川水系

• 二級水系
一級水系以外の水系で、公共の利害に
重要な関係があるもの

（新宮川）

近畿地方整備局
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近畿地方整備局河川の種類

• 一級河川（法第４条）

一級水系に係る河川で、国土交通大臣が指定したもの

• 二級河川（法第５条）

一級水系以外の水系に係る河川で、都道府県知事が指定したもの

• 準用河川（法第１００条）

一級河川及び二級河川以外の河川で、市町村長が指定したもの

河川法の規定を準用

• 河川法の対象外

法定外公共物（公物管理に関する法律の適用や準用がない公共

物）としての普通河川（一級二級準用河川に属さないもの）、いわゆる

青線水路

農業用水路、運河、下水道等

近畿地方整備局
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近畿地方整備局河川の管理者 ①

• 一級河川（法第９条） 国土交通大臣

指定区間： 都道府県知事又は政令指定都市の長

指定区間外区間（直轄区間）： 国土交通大臣（地方整備局長等）

• 二級河川（法第１０条） 都道府県知事又は政令指定都市の長

• 準用河川（法第１００条） 市町村長

近畿地方整備局
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近畿地方整備局河川の管理者 ②

一級水系 二級水系 その他の水系

一級河川指定区間外区間（大臣管理）

一級河川指定区間又は二級河川（知事又は政令指定市長管理）

準用河川（市町村長管理）

普通河川（市町村長管理）

近畿地方整備局
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近畿地方整備局

【堤防の居住地側】（堤内地） ＝堤防で洪水から守られている側
【堤防の川側】 （堤外地） ＝堤防と堤防に挟まれて水が流れている側

河川区域 ＝堤防と堤防に挟まれた川の敷地全体
低水路 ＝普段の時に水が流れてる所

【河川敷】 （高水敷） ＝洪水時に冠水する所（普段は公園等に利用）
【○○市側】 （左岸・右岸） ＝川の山から海側を見て左を左岸、右を左岸

河川の専門用語（１）

6

近畿地方整備局

右岸左岸
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近畿地方整備局河川の専門用語（２） 近畿地方整備局
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堤防 ＝
洪水から住宅側を守るために築造された盛土
（コンクリートや矢板などもある）

【堤防の上面】天端（てんば） ＝ 堤防上部の幅をもった部分

堤防法線（ほうせん） ＝ 堤防の川側法肩（のりかた）線の形状

小段（こだん） ＝ 法面の途中に設けられた緩い勾配で幅をもった部分

【堤防斜面】法面（のりめん） ＝ 堤防の勾配部分（川側を表法面、反対側を裏法面）
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近畿地方整備局河川の専門用語（3）
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高規格堤防
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近畿地方整備局

輪中堤（わぢゅうてい）＝
ある区域を洪水から
守るために、その周囲
を囲むようにつくられ
た堤防

越流堤（えつりゅうてい）＝
堤防の一部を低くし、
洪水の一部を調整池
などに流し込むことた
めにつくられた堤防

遊水池（ゆうすいち）・
調整池＝洪水の
一部を一時的に貯
めるためにつくら
れた調節用の
（池）施設

二線堤（にせんてい）＝万一、本
堤が破損した場合、これ以上
の洪水の氾濫を防ぐために、
堤内地にある堤防

霞堤（かすみてい）＝堤防の一部
に開口部を設け、その下流部
の堤防を堤内地側に伸ばし、
上流の堤防と二重になるよう
にした堤防

河川の主な構造物の名前（１）
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近畿地方整備局
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近畿地方整備局

水制（すいせい）
＝洪水による浸
食等から川岸や
堤防を守るため
に、水の流れる
方向を変えたり、
水の勢いを弱く
することを目的
に設置する施設

【排・取）水門】（樋門・樋管・水門）＝
支川や堤内側の排水路が本川に合
流する際、合流する川の水位が高く
なった時に、その水が提内地に逆流
しないように設ける施設

【排水ポンプ場】
（排水機場）＝
洪水時に提内地
内の雨水などを
ポンプを動かし
て河川に排出す
るための施設

堰＝農業用水・工業
用水・水道用水など
の水を川からとるため
に、河川を横断して設
けられた施設

河川の主な構造物の名前（２）
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近畿地方整備局
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近畿地方整備局「防災用語ウェブサイト」の開設について

防災情報を住民などの受け手に分かりやすく伝え、適切な防災行動を促すためには、防災情報について、発信者
（国、自治体）と伝え手（報道機関等）の間での共通認識が重要。
発信者と伝え手で防災情報への認識を共有するため、パソコンやスマートフォン等により、誰でもすぐに防災情報に用
いられる防災用語の意味や伝え方などを検索できる「防災用語ウェブサイト」を開設する。
なお、本ウェブサイトを各地方のマスコミ各社と地方整備局、自治体等で構成する協議会等を通じて、行政機関や
報道関係者等へ紹介。

共通認識

防災情報の発信

防災機関 報道機関等

「防災用語ウェブサイト」

防災情報の伝達

防災情報を受けた、
適切な防災行動（災害時）

・防災情報の意味、伝え方を迅速に確認
（平常時）
・報道機関・・・平時の解説コーナーや緊急時の事前準備に活用
・ネットメディア・・・ 重要な情報が確実に伝わるようなコンテンツの作成
・自治体防災担当・自主防災組織・・・ 災害に備えた研修等に活用

受け手に
分かりやすい
伝達・説明

防災機関（発信者）と報道機関
等（伝え手）の間で防災情報へ
の認識を共有

住民等

令和３年
６月～
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近畿地方整備局防災用語ウェブサイトに掲載するコンテンツ

防災用語ウェブサイト

用 語
よみがな

○ 概要
水害・土砂災害について普段接することのないような方でも、その用語の
意味の概略がわかるような、専門用語をなるべく使用しない簡潔に説明。

○ 求められる行動
その用語が伝えられるような状況において、今後注意すべき事項や、想定される行動。

○ リアルタイム情報
その用語に関連するリアルタイム情報が閲覧できるウェブページへのリンク

○ 用語の説明

その用語の意味についての正確な説明。また、情報を伝える際に理解しておくべき事項。説明文中の関連する
用語については、その用語へリンク

○ 情報を伝える際の留意点
用語を伝える際に誤解を与えないよう留意すべき事項や分かりやすく伝えるための使用方法。

○ 詳しい解説・参考資料
その用語に関連する解説ページへのリンク

（令和３年○月○日作成／更新）

○ 画像・動画
メディアで繰り返し説明に使える長さで表現

国・自治体等が発表する、水害・土砂災害に関する情報や報道
発表資料、記者会見、解説資料などで用いる用語を中心に掲載

すぐに現在の状態が調べられるよう
リアルタイム情報のページにリンク

非常時に伝えるべき、求められる行
動を記載

その用語の概要が
直感的にわかりや
すい図、写真、動画、
地図などを掲載。

緊急の呼びかけ方、言い換えの表
現、伝達の際の留意点など

※ページのデザインや記載内容は、今後、変更となる可能性があります。

防災用語ウェブサイト
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近畿地方整備局防災用語ウェブサイトのイメージ

防災用語ウェブサイト

氾 濫 危 険 情 報
はんらんきけんじょうほう

○ 概要
川から、いつ水があふれ出してもおかしくない危険な状況で
あることを伝える情報。

○ 求められる行動
警戒レベル４相当情報[洪水]。
市町村からの避難情報を確認。洪水浸水想定区域内にいる人は、
河川の水位を確認して自ら避難を判断。

○ リアルタイム情報
「川の防災情報」（洪水予報等の発表状況）

○ 用語の説明
洪水予報または水位到達情報において、発表される情報の一つであり、水位観測所での観測水位が氾濫危険水位（レベル４水
位）を超過した場合に発表される。

○ 情報を伝える際の留意点
危険度を明確にするため、 「避難指示の発令の目安」 、「警戒レベル4相当」などを付して伝える。

○ 詳しい解説・参考資料
洪水予報・水位到達情報について

（令和３年○月○日作成／更新）

※ページのデザインや記載内容は、今後、変更となる可能性があります。 13
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近畿地方整備局河川維持管理計画（概要）
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◆河川の維持管理は、河道流下断面の確保、堤防等の施設の機能維持、河川区
域等の適正な利用等に関して、それぞれ「目標設定」のうえ、「状態把握」を行い、
その結果に応じて適切な「維持管理対策」を実施することを基本としている。

◆各河川ごとに「河川維持管理計画」を策定し、河川維持管理サイクルの繰り返し
を通じて、計画の内容を充実させていく。
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近畿地方整備局

◆ 河川の維持管理は、河道や河川構造物の被災箇所、程度を予め特定すること
が困難な状況下で、発見された異常や変状を分析・評価し、対策等を実施せざる
を得ないという性格を有する

◆ 河川巡視、点検による状態把握、維持管理対策を長期にわたり繰り返し、それ
らの一連の作業の中で得られた知見を分析・評価して維持管理計画等に反映す
るＰＤＣＡのサイクルの体系を構築していくことが重要

出展 河川砂防技術基準 維持管理編（河川編）

ＰＤＣＡ（サイクル）型の維持管理
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近畿地方整備局降水量観測
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降水は、大気から地面に降下する水のことである。一般に、降雨と降雪に大別される。降水量
は、ある時間内に地表の水平面（又は地表の水平投影面）に達した降水の量であり、降水が平
面上にたまったと仮定した場合の深さで表す。測定単位はmm である。

降水量観測は、河川･砂防に関する計画の立案、工事の実施、施設の維持管理、環境の整
備及び保全、洪水や渇水等による水災害への対応等を実施するための最も基本的な調査項
目の一つである。

また、近年では、地球温暖化の進行に伴う気候変化による洪水や渇水等に与える影響が懸
念されており、温暖化に伴う様々な影響への「適応策」を講じるためにも、長期にわたる同一品
質の観測データの確保が必要である。

「降水量」観測について
出典）河川砂防技術基準調査編 平成２６年４月 版

「第2節 降水量観測」一部抜粋



機密性２情報機密性２情報

近畿地方整備局

①口径20cmの「受水器」

に入った降水（雨・雪）を
「濾水器（ろすいき）」で受
け、転倒ますに注ぐ

②転倒ますは２つの「ま
す」がシーソー構造で降水
量0.5mm※に相当の雨水

が「ます」に貯まると反対
方向に転倒して水を排出
する

③その転倒数を計測する
ことで ｢降水量｣ がわかる

17

転倒マス型雨量計の構造について

拡大図

出典）気象庁ホームページ

正面図

※気象庁の転倒ますは、「0.5mmます」であるのに対し、国交省は「１.0mmます」を採用している。

降水量観測



機密性２情報機密性２情報

近畿地方整備局レーダ雨量計について（近畿の整備状況）
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近畿地方整備局レーダ雨量計について（方式比較）
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近畿地方整備局

Cバンドレーダについては、
近年全国的にMP化が
進められており、
近畿（深山、城ヶ森山）ではMP化
が完了した。全国26基のうち、17
基がMPレーダ。

MP化されたレーダでは、
高精度（250mメッシュ）、
高頻度（1分間隔）の
観測データが得られるように
なった。

2018年6月より
CバンドMPレーダとXバンドMP
レーダで得られたデータを合成し
た雨量データをXRAIN（eXtended
RAdar Information Network：
高性能レーダ雨量計
ネットワーク）
として配信している。

レーダ雨量計について（Cバンドレーダ整備状況）
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Cバンド（MP）レーダ雨量計
（26基）

※円は半径120kmの定量観測範囲を示す
※青円の17基はMP化したレーダ

令和3年4月現在

令和3年度
MP化

令和2年度
MP化
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近畿地方整備局レーダ雨量計について（ Xバンドレーダ整備状況）
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XバンドMPレーダについては、人口、資産が集中している政令指定都市等の大都市や、
近年、甚大な水害や土砂災害等が発生し、被災リスクの高まっている地域を重点に
整備が進められた。現在全国39基体制。
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近畿地方整備局水位観測について

22

河川の水位について

河川の水位とは、基準面から測った河川の水面の高さをいいます。

「基準面」の標高を「水位標の零点高」（以下、「零点高」という。）といいます。「零点高」は、
通常、東京湾の平均海面からの高さ（T.P. 「東京湾平均海面」あるいは「東京湾中等潮
位」）で表示します。

水位は、「基準面」を0とし、ここから水面までの高さをはかります。
測定単位はメートル（ｍ）とし、小数点以下２位（cm）まで表記します。

B.S.L. 琵琶湖基準水位 琵琶湖の河川管理

O.P. 大阪湾平均干潮位 淀川の河川管理

T.P 東京湾平均海面又は東京湾中等潮位 日本全体の基準

水位イメージ図

参考： B.S.L.±0m=O.P.+85.614m=T.P.+84.371m

出典）国土交通省 川の防災情報
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近畿地方整備局水位観測について
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水位標と水位標の読み方について
出典）「絵でみる水文観測」社団法人中部建設協会

※堤防の高さより ５０cm以上高い水位を観測出来る
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近畿地方整備局

フロート式 リードスイッチ式

水位の上昇・下降によってフロートが上下し、この
動きをフロートに結ばれた測水ワイヤーで測水プー
リーに伝え、水位を観測する。

観測地点の水中に設置した測定柱の中に、永久磁
石を内蔵したフロートが入っており、これが水位変
化に追従して上下すると、1cm間隔に並べられた
リードスイッチの一つが内蔵磁石の磁界によって導
通状態（ON）となります。これによって水位を測定す
るものです。

水位観測について

24

水位計について

出典）「絵でみる水文観測」社団法人中部建設協会【フロート位置検出】
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近畿地方整備局水位観測について

25

水位計について
出典）「絵でみる水文観測」社団法人中部建設協会

水圧式 水晶式 非接触超音波式

水位の変化に伴い、水中に設置さ
れた受圧部の受ける水圧の変化を
機械的に測定するか、あるいは感
圧素子によって電気信号に変換し
て、水深を測り水位を測定するもの
です。

感圧素子が水晶である水晶式水位
計は、高い精度が確保できることか
ら、最近よく用いられています。

水圧式と同様に水位の変化に伴う
水圧の変化から水位を測定する。
水晶振動子に圧力を加えると共振
周波数が変化することを利用したも
の。シリコン振動子によるものもあ
る。

超音波送受波器を水面の鉛直上方
に取り付け、超音波が水面に当っ
て戻ってくるまでの時間を測定し、
水面と超音波送受波器との距離を
計測するものです。

水位を非接触で測るので、河川の
上流部で流れが速く、かつ河床の
変動が激しい場所などで用いられ
ています
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水文観測データの活用

【防災（災害時）】一般住民への迅速な避難の支援

災害時の雨量、水位の状況や監視カメラの映像を一般向けに配信することにより、
迅速な避難を支援する。（一般向け「川の防災情報」）

一般向け「川の防災情報」
令和３年３月にリニューアル！

身近な地点の情報に
簡単にアクセス

地図を操作して
調べたい情報を検索

全国の洪水の危険度を
一目で確認
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【防災計画】基準水位の設定

橋脚への基準水位の表示
（※色は、令和2年5月に内閣府が定めた

配色パターン以前のものです）

河川管理者は、過去の水位データに基づき、避難勧告、避難指示発令の判断基準となる基準水位を設定

洪水予報で発表される情報に対する水位
水位 洪水予報で発表される情報 概要

氾濫危険水位（レベル４） 氾濫危険情報（レベル４） 河川が氾濫する恐れのある水位や安全に避難するために避難を開始すべき水位

避難判断水位（レベル３） 氾濫警戒情報（レベル３） 市町村からの避難準備情報などの避難情報が発表される目安となる水位

氾濫注意水位（レベル２） 氾濫注意情報（レベル２） 河川の氾濫の発生を注意する水位

氾濫危険水位

氾濫注意水位

氾濫発生

避難判断水位

氾濫
発生

水文観測データの活用
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出水中の対応について

28
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（水防法の目的） 洪水、雨水出水、津波又は高潮に際し、水災を警戒し、防御し、及びこれによる被害を軽減し、もつて公共の安全
を保持する

施策 内容 実施主体
①現地での
水防活動

・河川等を巡視
・水防工法を実施
・立入を制限するための警戒区域を設定
・決壊を通報
・決壊後の処置（氾濫被害の拡大防止）を実施
・特定緊急水防活動
・多様な主体の参画による水防協力

水防団等
〃
〃
〃
〃

国
水防協力団体、河川管理者

②洪水予報等
の発信

・大河川で洪水予報を実施（洪水予報河川）
・中小河川で避難に資するための水位情報を通知（水位周知河川）
・水防を行う必要がある旨を警告する水防警報を発表（水防警報河川）
・下水道で避難に資するための水位情報を通知（水位周知下水道）
・海岸で避難に資するための水位情報を通知（水位周知海岸）

国又は都道府県
〃
〃

都道府県又は市町村
都道府県

③氾濫情報の
発信

・洪水予報河川及び水位周知河川を対象に想定最大規模降雨を前提とした洪水浸水想定
区域を指定
・二以上の都府県にわたる河川等で洪水により国民経済上重大な損害を生ずるおそれの
ある大河川において氾濫水の予報を実施
・水位周知下水道を対象に想定最大規模降雨を前提とした雨水出水浸水想定区域を指定
・水位周知海岸を対象に想定最大規模高潮を前提とした高潮浸水想定区域を指定

国又は都道府県

国

都道府県又は市町村
都道府県

④避難確保・
浸水防止

＜浸水想定区域内＞
・洪水、雨水出水（内水）、高潮ハザードマップを作成・配布
・洪水予報等の伝達方法、避難場所等を地域防災計画へ規定
・災害時要援護者の利用する施設への洪水予報等の伝達方法を地域防災計画へ規定
・事業所等(地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等）における洪水時の防災体制、避難確保
又は浸水防止等を定めた計画（避難確保計画又は浸水防止計画）を作成

市町村
〃
〃
事業所等の所有者又は管理
者

29

水防法
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■ 水防法 第10条第2項(国の機関が行う洪水予報)
国土交通大臣は、二以上の都府県の区域にわたる河川その他の流域面積の大きい
河川で、洪水により国民経済上重大な損害を生じるおそれが河川(洪水予報河川)
を指定し、気象庁長官と共同して、洪水のおそれがあると認められるときは、水位又
は流量、氾濫した後においては、水位若くは流量又は浸水する区域及び水深を都
道府県知事に通知、一般に周知しなければならない。

洪水予報河川は、所定の水位に達した時や達すると予想される時に、水位の状況や
予測等の洪水予報を浸水想定区域内の住民に周知する河川である。管内10水系27
河川(次ページ参照)を指定している。

洪水予報の発表

30
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洪水予報実施河川一覧表（次頁へ続く）

31
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続き

32
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近畿地方整備局洪水予報の発表ｲﾒｰｼﾞ

水位

洪水注意報 洪水警報

氾
濫
注
意
情
報

氾
濫
警
戒
情
報

氾
濫
警
戒
情
報

氾
濫
危
険
情
報

氾
濫
発
生
情
報

氾
濫
危
険
情
報

氾
濫
警
戒
情
報

氾
濫
注
意
情
報

警
戒
情
報
解
除

氾
濫
注
意
情
報
解
除

氾濫危険水位

避難判断水位/特別警戒水位

氾濫注意水位

時間の流れ

一定時間後に
氾濫危険水位
到達を予測

特別警戒
水位を超
えた場合

氾濫危険
水位を超
えた場合

氾濫が
発生した
場合

33

洪水注意報
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近畿地方整備局

34
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■ 水防法 第13条第1項
国土交通大臣は、洪水予報河川以外の河川のうち、直轄河川で国民経済上重大な
被害を生じるおそれがあるとして指定した河川について特別警戒水位を定め、その水位
に到達したときは、知事に通知。一般に周知。

水位情報周知河川は、流域面積が比較的小さく洪水予報を行う時間的余裕が無い河
川で、河川の水位が特別警戒水位に達したことを浸水想定区域内の住民に周知する河
川である。管内では、相野谷川、市田川、貴志川、曽我川、佐保川、奈佐川、万願寺川、
東条川、引原川、栗栖川、林田川の11河川。

■ 水防法 第13条第2項
第十条第二項若しくは前条第一項の規定により通知をした国土交通大臣又は第十一
条第一項若しくは前条第二項の規定により通知をした都道府県知事は、災害対策基
本法第六十条第一項の規定による避難のための立退きの勧告又は指示の判断に資
するため、関係市町村の長にその通知に係る事項を通知しなければならない。

特別警戒水位到達情報の発表

35
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■水防法 第16条第1項
• 国土交通大臣は、洪水又は高潮により、国民経済上重大な損害が生ずるおそれがあると認め
て指定した河川、湖沼又は海岸について、水防警報をしなければならない。

■水防法 第16条第2項
• 国土交通大臣は、水防警報をしたときは、直ちに都道府県知事に通知しなければならない。

水防警報の発表

種 類 内 容 発 表 基 準

※待機 出水あるいは水位の再上昇が懸念される場合に、状況に応じて直ちに水防機関が出動
できるように待機する必要ある旨を警告し、または水防機関の出動機関が長引くような場
合に、出動人員を減らしても差し支えないが、水防活動をやめることはできない旨を警告
するもの

気象予・警報等及び河川状況等により、必要
と認めるとき

(1)準備 水防に関する情報連絡、水防資機材の整備、水門機能等の点検、通信及び輸送の確
保等に努めるとともに、水防機関に出動の準備をさせる必要がある旨を警告するもの

雨量・水位・流量その他の河川状況により必
要と認められる時

(2)出動 水防機関が出動する必要がある旨を通知するもの 洪水注意報(氾濫注意情報)等により、または、
水位・流量等河川の状況により水位が｢氾濫
注意水位｣を越える恐れがある時

(3)解除 水防活動の終了を通知するもの ｢氾濫注意水位｣以下に下降したとき、又は水
防作業を必要とする河川の状況が解消したと
認める時

(4)状況 水位の上昇、下降、洪水継続時間、最高水位の大きさ、時刻等、水防活動上必要な
状況を明示するとともに越水、漏水、崩壊、亀裂、その他河川状況により特に水防警報
を必要とする事項を通知するもの

適宜河川の状況により必要と認められる時

※S51河川砂防技術基準(維持管理編)から、｢水防警報の種類で、河川特性、改修工事の進捗状況などにより、｢待機｣と｢準備｣を切り離さないで
｢待機及び準備｣として行った方がより効果的である場合もあるので、その河川の実状に応じて定める｣としている。北陸管内の国・県が発表する水防警報
は、(1)～(4)で統一されている。

36
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水防警報実施河川一覧表（次頁へ続く）
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水防警報実施河川一覧表（次頁へ続く）
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水防警報実施河川一覧表
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川の防災情報での確認方法
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川の防災情報での確認方法
全国の情報が表示
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川の防災情報での確認方法
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川の防災情報での確認方法
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近畿地方整備局国管理河川における指定河川洪水予報の予測時間延長

国管理河川の（水位）の欄が
６時間先までに拡張されます。
（都道府県管理河川は変更なし）

変更箇所 – PDF形式 –

予測時間が長くなるほど不確実性が高まります。予測水位の値は今後変わることもあるため、今後も最
新の発表をご確認ください。
水位のグラフは各水位間を按分したものです。
水位危険度レベル４については、氾濫危険水位と計画高水位を按分しており、氾濫危険水位＝計画高水
位の場合は最大になります。

44
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「川の防災情報」ウェブサイト（https://www.river.go.jp）

「川の防災情報」での予測水位情報の提供

「川の防災情報」ウェブサイトは、今年３月リニューアルし、地図画面のGIS化や地点登録機能などを追加し、情報
提供の充実を進めているところ。
指定河川洪水予報で発表された6時間先の予測水位についても、「川の防災情報」ウェブサイトにおいて水位グラフ
で確認が可能。

イメージ

6時間先までの予測水位
を水位グラフで表示

水位観測所の位置を
地図上に表示

指定河川洪水予報が
発表された河川に着色

45
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近畿地方整備局水位予測の表示の時系列変化

●:●時点

◯:◯時点

△:△時点

第●号（△:△発表）

• 発表された時点の予測水位をプロット。
• 過去時点の予測水位は表示から消える。
• 洪水予報の予測時間が6時間になると6時間先まで表示。

第●号（●:●発表）

46

●水系
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●月●日●：● 氾濫警戒情報発表

はん濫注意水位 6.50ｍ

避難判断水位 8.00ｍ

氾濫危険水位 10.90m

はん濫注意水位 6.50ｍ

避難判断水位 8.00ｍ

氾濫危険水位 10.90m

47

洪水予報発表後

●● ●●水系 ●●川
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※表示されている予測値は●時●分時点の値です。時間が経過している場合、実際
との乖離が大きくなっていることがあるのでご注意ください。

予測※

時刻は洪水予報の発表時
刻ではなく、予測値を計算
した（棒グラフの実況）時刻

注意事項

予測水位は「川の防災情報」に予報文及
び水位グラフが表示されます。ただし、洪
水予報における警戒レベルが更新される
まで、直前の洪水予報文に掲載された水
位が表示されます。

そのため、同じ計画レベルの段階で、水
位が低下傾向になった場合でも、水位グ
ラフでは予測水位が上昇傾向として表示
される場合がありますので、ご注意願い
ます。

●● ●●水系 ●●川
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近畿地方整備局水害リスクラインによる水位情報の提供

○これまで水位観測所の水位で代表して一連区間の危険度を表示していたものから、概ね２００ｍ
ごとに計算した水位と堤防の高さとを比較し、左右岸別に上下流を連続的に危険度を表示

現行の洪水予報・危険度の表示 水害リスクラインを活用した洪水予報・危険度の表示

観測所水位
（ポップアップ）

観測所をクリックすると横
断図及び時系列水位数値
が表示

カメラ画像
（ポップアップ）

水位観測所の水位で代表して、
一連区間の危険度を表示

左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示
表示イメージ

一連区間で
危険度表示

２００ｍ毎、左右岸別、
上下流連続的に

危険度表示
（５段階に色分け）
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近畿地方整備局水害リスクラインによる水位情報の提供

○令和元年９月１１日より近畿管内全１０水系に提供を拡大

○観測所地点の水位から上下流連続的な水位をリアルタイムで計算し、堤防の高さと比較すること
で危険度を表示する「水害リスクライン」により、災害の切迫感をわかりやすく伝える取組を推進

水害リスクラインの表示イメージ（山国川の例）

左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示
水害リスクラインを活用した洪水予報・危険度の表示

■主な提供情報
○市町村等：平面表示【破堤点、浸水想定区域、被害規模（人口、世帯数、建物数）、

危険度、水位観測所】
横断表示【基準水位、テレメータ水位、予測水位（６時間先）、雨量】

○一般：平面表示【破堤点、浸水想定区域、危険度、水位観測所】
横断表示【基準水位、テレメータ水位】
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近畿地方整備局近畿地方整備局と大阪管区気象台による共同会見の実施目安について

51

住民生活に重大な影響を及ぼすような気象現象や、大規模な水災害・雪災害等の自然災害の発生が近畿
地方において予想されるなどの場合に、近畿地方整備局と大阪管区気象台が共同で会見を実施し、被害の
防止・軽減を図ることを目的としています。

（１）ケースA（大阪管区気象台発議を想定）
ア 過去に同地域に大きな災害をもたらした時と同程度の大雨※１が予想される場合
イ 大雨特別警報が発表された場合
ウ 重大な交通障害を伴う大雪が予想※２される場合

注：大型連休・盆・年末年始等では社会的な影響が平時より大きくなることを考慮する

※１ 特別警報級の雨が予想される場合
※２ 気象台による雪への「一層の警戒の呼びかけ」が予想される場合

（２）ケースB（近畿地方整備局発議を想定）
ア 河川の氾濫により大規模な浸水が予想される場合
イ 大雨特別警報から警報への切替後にも河川の増水が予想される場合
ウ 大雪による自然災害により、大規模な交通規制を実施することが予想される場合

（３）ケースC
ア その他、両者協議の上必要と認められる場合

１．共同会見の目的

２．共同会見実施の目安
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